
評=

ー「

o 

の

一語一

学

服

部

四

郎

博

士

=書
一
九
五
九
年、
服
部四
郎
博
士
(
東
京
大
学、
言
語
学
教
授)
の
「
日
本

語の
系
統」
が
出て、
さい
きん一
般
的
関心
を
あつ
め
て
い
る
日
本
語
系

統
問
題に
か
ん
す
る
ひ
とつ
の
貴
重な
文
献が
日
本の
言
語
学の
財
産に
加

え
ら
れ
た
こ
と
は、
わ
れ
わ
れの
記
憶に
あた
ら
しい
と
こ
ろで
あ
る
が、

そ
れか
ら
二
年
も
た
た
ない
うちに、
同じ
著
者の
「一言語
学の
方
法」
と

題
す
る
論
文
集が
出たこ
と
は、
欧
米
諸
国、
ソ
連
邦に
お
け
る
さい
きん

数
年の一言語
学
者の
目
ざ
ま
しい
活
動に
比
較し
て、
少
くと
も
量
的に
は

見お
と
りの
す
る
よ
うに
恩わ
れ
る
日
本
言
語
界の
活
動を
明
確に
示
す
も

の
と
し
て、
非
常に
よ
ろこ
ば
しい
こ
と
で
ある。
こ
と
に、
言
語
学の
根

本
問
題に
対
する
日
本の
言
語
学
者の
労
作に
は、
西
欧
学
者の
学
説と
あ

ま
りか
わ
ら
ない
もの
や、
ま
た
そ
れ
らの
単な
る
紹
介以
上で
ない
よ
う

ヂ
ス
タ
'
プ
デ
イ
ゲ

な
もの
も
少
な
く
ない
の
で
あ
る
か
ら、
ア
メ
リ
カ
の
記
述
言
語
学の
きわ

め
て
強い
影
響の
もと
に
立つ
と
はい
え、
言
語
研
究の
独
自の
方
法を
日

本
語
は
じ
め
著
者が
知っ
てい
る
諸
言
語の
資
料に
適
用し
て
書か
れて
い

る
八
O
O
余ぺ
l
ン
の
論文
集が
出
版さ
れたこ
と
は、
一
一脂よ
ろこ
ば
し

い。
哲
学
的思
索の
訓
練が
深く
ない
こ
と、
外
国
語
文
献を
読み
こ
な
す

能
力が
或る
程
度
限ら
れてい
る
こ
と、
外
国
言
語
理
論
家と
の
個
人
的
接

触が
欠
けてい
るこ
と、
彼ら
と
の
協
力、
競
争
意
識が
低い
こ
と
など
に

よっ
て、
言
語の
根本
問
題、
研
究
方
法を
究
明し
よ
うと
する
活
液
な
雰

方

法
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郎

山

囲
気が
わが
国で
は
充
分に
か
もし
だ
さ
れてい
ない
環
境の
なか
で、
服

部
博
士は
こ
の
よ
う
な、
日
本
言
語
学
者に
見られが
ち
な
ネガ
ティ
ヴ
な

フ
ラ
イ

諸
点か
ら
大い
に
自
由で
みめっ
て、
こ
の
こ
とが、
全
体と
し
て、
「一言
語

学の
方
法」
の
学
問
的に
高い
水、準を
決
定し
てい
る
と
思
う。

こ
の
論
文
集は一一一
0ペ
ー
ジ
く
らい
をの
ぞい
て、
全
部、
第二
次
大
戦

後に
警か
れ
た
もの
で
ある。
そ
れ
らの
論
文に
のべ
ら
れ
る
学
説の
基
調

デス
ク
リ
プ
テ
イ
ゲ

は、
さ
きに
のぺ
た
よ
うに
記
述
言
語
学の
方
法の
具
体
的
適
用
で
あ
る

が、
史
的
言
語
学、
比
較
的・
歴
史的
研
究の
方
面に
お
け
る
著
者の
長
年の

た
ゆ
ま
ない、
精
力
的
な
研
究
も
土
台と
なっ
てい
るこ
と
を
見の
が
すこ

と
は
で
きない。
私は、
著
者が
共
時
言語
学、
記
述
言
語
学の
確立、
言

語の
構
造(体
系)
の
悶
明に
努
力し
て
大
きい
成
果を
あ
げてい
るの
は、

伝
統
的
な
比
較
的・
歴
史的
言
語
研
究のパ
ッ
ク
を
持っ
てい
る
か
らに
ほ

か
な
ら
ない
と
思
う。
単に
ド・
ソ
シュ
lル
の
み、
あるい
は
プル
lム

フィ
ル
ドの
みの
学
説に
自
分を
限
定する
人々
か
ら
著
者
を
本
質的に
区

別
するの
は、
パ
ウル
に
せ
よ、
メ
イエ
に
せ
よ、
根本
的に
研
究し
て
比

較
的・
歴
史
的
方
法を
深く
理
解し、
そ
れ
を
しっ
か
り
身につ
け
てい
る

点に
外な
ら
ない
と
思
う。
こ
の
理
解は、
記
述
言
語
学の
立
場か
ら
書か

れて
い
る
詩
論
文の
随
所に
観
取
さ
れる。
つ
い
で
なが
ら
共
時
言語
学の

創
始
者につ
い
て
も同じ
よ
う
な
事
情が
見ら
れ
た
し、「
唯
物
論的」
立
場、
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ま
た
は、
メ
カニ
ス
ティ
ッ
ク
な
立
場の
上に
記
述
言
語
学の
原
理
を
う
ち

た
て
た
プル
l
今ィ
ル
ド
が
ゲル
マ
ニ
ス
ト
で
あっ
たこ
と
も
忘れ
る
こ

と
は
で
き
ない。

私は
著
者の
学
問
的
系
譜と
で
もい
うべ
き
もの
を
よ
く
知ら
ない
が、

パ
ウル
に
よっ
て
基
礎ず
け
ら
れ
た
史
的
言
語
学、
社
会
学
的
立
場の
メ
イ

ェ、
ヴア
ン
ド
リエ
ス、
共
時
言
語
学
創
設
者
ド・
ソ
シュ
lル、
プ
ラ
l

グ
学
派、
こ
と
に
その
中で
ポ
リワ
l
ノ
フ、
ヤコ
プソ
ン、
記
述
言
語
学

者
プル
l
今ィ
ル
ド
な
ど
が
著
者の
言
語
思
想
形
成に
もっ
と
も
大
きい

影
響
を
与
えてい
る
と
思
う。

著
者は、
音
声
学、
音
韻
学、
方
言
学、
アル
タ
イ
系
誇
言
語
研
究、
一

般
言
語
学な
ど、
お
ど
ろ
くほ
ど
多くの
方
面で
す
ぐれ
た
科
学
的
知
識を

所
有し
てい
る。
その
研
究に
は、
母
国
語で
ある
日
本
語は
言
う
まで
も

な
く、
タ
タ
1ル
語
(トル
コ
系
言
語)、
モ
ン
ゴ
ル
語、
満
州
語、
シ
ナ

語、
ロ
シ
ヤ
語、
英
語の
資
料が、
い
きい
きと
利
用さ
れ
てい
る。
こ
れ

ほ
ど
広
大な
知
識に
もと
ずい
て
成っ
た
論
文の
集
成で
あ
る
「
言
語
学の

方
法」
に
つ
い
て
書
評を
書
くこ
と
は、
と
うてい
私の
力で
は
ない
こ
と

を
充
分
自
覚
し
てい
る。
きわ
め
て
限
ら
れた
点に
つ
い
て、
感じ
た
こ
と

を
書い
て
見る
こ
とに
し
た。

「
言
語
学の
方
法」
に
お
さ
め
ら
れ
てい
る
論
文は、「
概
説」、「
言
語
本
質

論、
方
法
論な
ど」、
「
音
韻
論」、
「
意
味
論」、
「
単語
その
他の
言
語
単
位」、

「
言
語
年
代
学」、
「
書評
その
他」、
「国
語
国
字
問
題、
国
語
教
育」、
「
英文

論
文」
とい
う
九つ
の
部
門に
分
類さ
れ
て
お
り、
巻
末に
は、
執
筆・
発

表の
年
月と
発
表
雑
誌
名が
掲
げ
ら
れ、
二
三ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
日
本
語
索

引、
七
頁に
お
よ
ぶ
外
国
語ロ
ーマ
字
索
引が
附さ
れ
てい
て、
読
者の
便が

は
か
ら
れ
てい
る。
私は
日
本
語
索
引
全
体に
つ
い
て
あたっ
て
見た
わ
け

で
ない
か
ら、
こ
の
索
引に
つ
い
て
批
評めい
た
こ
と
は一言
え
ない
が、
た

と
えば、「ソ
ヴェ
iト
言
語
学」
の
項で
は、
六一
頁、
六
O九
頁が
あ
げ

ら
れ
てい
る
だ
けで
ある
が、
五
五ペ
ー
ジ
質、
一
四
九ペ
ージ任
に
もソ

ヴェ
l
卜
言
語
学が
論じ
ら
れ
てい
る。
(つ
い
で
なが
ら、
ソ
ヴェ
l
卜

言
語
学に
つ
い
て
こ
れ
らの
個
所で
触れ
ら
れ
てい
る
が、
そ
れ
らか
らは

現
在の
ソ
ヴェ
lト
言
語
学の
正
確
な
像は
得ら
れ
ない
よ
うで
ある。)

ま
ず、
著
者の
言
語
本
質
観に
つ
い
て
考えて
み
たい。
こ
の
著
書の一

つ
の
部
門は、
前に
のぺ
た
よ
うに
「
言
語
本
質
論、
方
法
論な
ど」
と
名

ず
け
ら
れ、
ま
た
巻
末の
索
引に
も「
言
語の
本
質」
とい
う
項目が
見
出

さ
れ
る。
こ
の
該
当
項
目に
おい
て
は、
しか
し、
時
枝
誠
記
氏の
場
合と

ちがっ
て、
著
者の
はっ
きり
し
た
言語
本
質
定
義
ら
しい
もの
が
与え
ら

れ
てい
ない
よ
うに
見え
る。
「
記
号と
し
ての
言
語」
(一一
六
0ペ
ー
ジ)

とい
う
表
現が
用い
れ
てい
る
とこ
ろか
ら
見て、
著
者は
ド・
ソ
シユ
|

ル
と
同じ
く、
言
語
を
記
号の
体
系と
し
て
考えてい
る
よ
うに
見える
が、

，
Y
グ

著
者
は、
ド・
ソ
シ
lル
のき一口
諮
問肌と
自
分の
言
語
木
質
観と
を
同一
と
考
え

てい
ない
こ
と
は
明らか
で
ある。
ド・
ソ
シュ
lル
が
心
理
主
義
的で
あ

るの
に
対し
て、
著
者は
ポジ
ティ
ヴィ
ス
トで
あ
り、
で
きる
だ
け
客
観

主
義
的で
あ
ろ
うと
する。
著
者は、
言
語
活
動に
あ
ら
わ
れ
る
繰
返し
的

特
徴に
もっ
と
も
大
きい
注
意
を
向ける。
「わ
れ
わ
れは
完全に
同じ
発

話
を二
度
繰
返
すこ
と
は
で
き
ない
が、
同じ
文
を二
回
繰
返し
てい
うと、

両
者の
聞に
はい
ち
じ
る
しい
類
似が
見い
だ
せ
る0・

こ
の
繰
返し
現

わ
れ
る
特
徴が、
記
号と
し
ての
言
語と
密
接な
関
係に
あるこ
と
は
疑い

ない。
なぜ
な
ら、
わ
れ
わ
れの
発
する
言
語
記
号が
繰し
的
特徴
を
全く

125 



含ま
ない
な
らば、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
記
号
的に
用い
て
伝
達
行
動
をい

と
な
むこ
と
が
で
き
ない
は
ずだ
か
らで
あ
る」
(二
六ペ
ー
ジ)。
こ
の
繰

返し
て
現わ
れ
る
特
徴は、
習
慣
的
な
もの
で
あ
る。
そ
こ
で
「
言語は
要

す
るに
習
慣の
定
大
な
総
体に
過
ぎない
が、
た
がい
に
親し
く
交り
合っ

てい
る
個
人た
ちは
影
響し
合い
模
倣し
合
うか
ら
各
人がほ
と
ん
ど
同じ

習
慣
(

)
を
獲
得する。
す
な
わち、
そ
れ
は
個
人
的
習
慣で
な
く、

社
会
習
慣の
総
体で
あ
る
とい
わ
れ
る
ゆ
えん
で
あ
る」
(一一
七
頁)
とのべ

ら
れ
てい
る。
言
語に
よっ
て
伝
達
行
動
を
行な
う
場
合の
「
言
語」
は、

「話し
手お
よ
び
関
き
手に
おい
て
確
立し
てい
る
言語
的
社
会
習
慣
を
も

さ
すとい
わ
なけ
れば
な
ら
ない。
こ
の
よ
う
な
社
会
習
慣は、
概
略
的に

い
うと、
一
定の
時
代の一
定の
言語
共
同
体に
お
い
て
はほ
ぼ一
定し
て

い
る
とい
え
る」
(一一
七
1二
八
頁)
と
ものべ
ら
れ
る。
(ブル
l
今ィ

2
t
ユ-F
テ
イ

ル
ド
に
おい
て
は、
或る
共
同
体
(ス
ピ
ー
チ・
コ
ミュ
ニ
テ
ィ)
で
は、

ス
ピ
ー
チ・
ア
タ
，
ン
ス

或る
発
話が
形お
よ
び
意
味に
関し
て
類
似し
てい
る
とい
うこ
と
は、
言

ア
サ
ン
プ
シ
ヨ
ン

語
学の
根
本
的
仮
定と
さ
れて
い
る(11)

右の
こ
と
ば
は、
卜・ソ
シ
ール
の
次の
こ
と
ば
と
密
接な
関係が
あ
る。

ラ
ン
タ
1
0
ユ

「
言
語
活
動に
よっ
て
結ば
れ
た
すべ
て
の
個
人の
聞に
は、
一
一様の
平
均

が
で
き
あが
る
で
あ
ろ
う。
凡て
の
者は
11
疑
も
な
く
厳
密で
は
ない
が

近
似
的に

||
同じ
概
念に
結びつ
い
た
同じ
記
号
を
再生
する
で
あ
ろ

う。」(2)
「ラン
グ
は
或る
個
人が
烈
解し
た
り
理
解さ
れ
た
り
するこ
と

を
ゆ
る
す
言語
習
慣の
総
体で
あ
る。」(3)

で
は、
ド・
ソ
シ
lル
の
ラン
ク
と
服
部
氏の、
習
慣の
定
大
な
総
体と

し
て
の
言
語と
は
同じ
もの
か。
関
係は
あ
る
が、
同じ
もの
と
は
言え
な

い。
前
者は
心
的
な
もの
で
あ
り
(
所
夜は
各
人の
脳)、
理
論上、
発
話に

先だっ
て
存
在
する
もの
で
あ
り、
静
態
的な
もの
で
ある
が、
後
者は
誇

発
話か
ら
抽出さ
れ
る
共
通
特徴
集
合で
あっ
て、
その
所
在は
脳の
中と

限
定で
き
ない
し、
ま
た
静
態
的と
も
言い
切
れ
ない。
なぜ
な
ら
習
慣は

た
え
ず
変化しつ
つ
あるの
だ
か
ら。
現
実の
音
声に
見出さ
れ
る-アイ
ス

テ
イン
ク
ティ
ヴ
な
特徴の
束と
し
て
考え
ら
れ
る
フ
ォ
ネlム
が
抽
象
的

で
あるの
と
同じ
く、
諸
発
話か
ら
抽出
さ
れ
る
特徴
も
抽
象
的で
あ
り、

その
総
体
も
抽
象
的と
考えら
れ
る。
服
部
氏の
考える
よ
う
な、「
社
会
習

慣の
総
計」
と
し
て
の
言語は、
抽
象
的で
あっ
て、
た
と
えて
見れば、

蒸
溜
水の
よ
う
な
もの
で
ある。

さ
て、
言
語
活
動に
お
け
る
習
慣
的な
もの
の
形
成、
従っ
て
言語の
形

成の
説
川切にロ
シ
ヤ・
ソ
連の
生
理
学
者パ
l
ヴロ
フ
の
条
件反
射
説が
援

用さ
れ
てい
るの
は
特
徴
的で
ある。

「ロ
シ
ヤの
生
理
学
者パ
l
ヴロ
フ
の
条
件反
射に
関する
実
験に
よ
れ

ば、
犬に
対し
て
鈴の
音と
餌とい
う
相互
間に
自
然
的な
関係の
ない一

つ
の
刺
戟
をほ
と
ん
ど
同
時に
繰
返し
与
えてい
る
と、
両
者の
刺
戟に
よ

っ
て
興
帯出
する
神
経
系
統の
問に
連
合が
生じ、
鈴を
な
ら
し
た
だ
けで
も

餌を
期
待し
て
よ
だ
れ
を
流
すよ
うに
な
る。
同
様に、
人
間は、
犬、
あ

るい
は
手を
示
しつ
つ、
イヌ
あるい
は
テ、
とい
う
音を
繰
返し
聞か
さ

れ
る
と、
そ
れ
らの
音を
きい
た
だ
けで、
犬
や
手を
思い
出
すよ
うに
な

り、
ま
た、
その
よ
う
な
発
音が
で
きる
よ
うに
な
る
と、
犬、
手を
見て、

向
分で
も、
イヌ、
テと
発
音する
よ
うに
な
る。
幼い
と
きか
ら
長
年の

間こ
の
よ
う
な
練
習を
繰
返し
て
母語
を
習
得する。
言語は
要するに
習

慣の
定
大
な
総
体に
過
ぎない

」
(一一
七
頁。
傍
点は
村
山の
もの)。

「

言
語
行
動に
は、
条
件反
射に
甘荏づ
く
独
特の
要
素(い
わ
ゆ
る
音
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韻と
意
味と
の
聯合)
が
あ
り
」
(九
O
頁)

「
話し
手たち
が一
定の
音
声
連
続
を
聞
くと一
定の
意
味
を
連
想す

る
社
会
的
習
慣
を
獲
得す
る
の
はパ
l
ヴロ
フ
の
い
わ
ゆ
る
条
件反
射に
も

とづ
く」
(三
八
九
頁)。

「
単語の
形(
音
声)
と
その
あ
ら
わ
す
意
味との
関係は、
日
本
語
5E

(
犬)、
英語
号肉、
ド
イツ
語
Z
E午、
フ
ラ
ンス
語
円75ロ
ロ
シ
ヤ
語

g
g
E、
シ
ナ
語
roz、
など
を
見て
もわ
か
る
よ
うに、
原
則と
し
て、

自
然
的・
必然
的で
な
く、
窓
意
的で
あ
る
の
に、
上
述の
よ
う
な
こ
と

(
発
話の
意
味
を
了
解し
た
と
意
識す
るこ
と
l村
山)
が
可
能なの
は
何
故

か
?
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
条
件反
射に
基づ
く」
(三
九二ペ
ージ)。

犬の
舌に
餌をの
せ
る
とヨ
ダレ
が
流
れ
る。
こ
の
現
象は
無
条
件反
射

に
よっ
て
生
ずる。
餌
を
与
え
る
前に、
あ
る
音を
きか
せ、
そ
れ
を
く
り

返
す
と、
つ
い
に
は
犬は
その
音を
きい
た
だ
けで
もヨ
ダレ
を
流す。
こ

れ
は
条
件反
射と
呼ば
れ
る
現
象で
ある
が、
音に
よっ
て
犬が
反
射
的に

即ち
意
志、
意
識の
作
用か
ら
独
立に、
機
械的に
ヨ
ダレ
を
流
す
現
象と、

人
聞が
イヌ
とい
う
音
声
連
続
を
きい
た
と
き、
犬の
表
象を
よ
び
起さ
れ

る
意
識
界の
現
象と
は
異
質的
な
もの
で
あ
る。
前
者に
おい
て
は
大
脳
皮

質内の
表
象
作
用が
本
質的
なモ
メ
ン
ト
を
形
成し
てい
ない
の
に、
後
者

に
お
い
て
は
そ
れが
本
質的モ
メ
ン
ト
を
形
成し
てい
る。
明
確に
表
象
作

用が
関
係する
現
象に
対し
て
は、
条
件
反
射
説の
適
用は
不
適
当で
あ
る。

人
間の
場
合、
イヌ
とい
う
音
声
連
続と
犬の
姿と
が
と
もに
大
脳
皮
質の

神
経
細
胞に
関
連
的に
痕
跡
を
残し、
つ
ま
り
関
連
的に
記
憶さ
れ、
イ
ヌ

と
い
う
音
声
連
続が
与
え
ら
れ
た
と
き、
犬が
表
象さ
れ
る
の
で
あっ
て、

こ
れ
は
記
憶
作
用に
よっ
て
説
明すべ
きで
あ
る。

プル
l
今ィ
ル
ドの
流れ
を
く
むア
メ
リカ
の
言語
学
者た
ち、
す
な

わ
ちメ
カニ
ス
ト
た
ちは、
高
等
な、
複雑
な
精
神の
働きと
関係
ある
言
語

現
象
を、
刺
戟と
刺
戟反
応との
無
限の
連
鎖に
帰
着
する
人
間
行
動の
特

殊な
形と
考える
が、
服
部氏が
言
語
習
慣の、
従っ
て
言
語の
成立の
メ

カニ
ズ
ム
を
条
件反
射に
もと
め
るの
は、
服
部
氏と
ア
メ
リ
カ
の
メ
カニ

ス
ト
と
の
思
怨
的つ
なが
り
を
証
明する
もの
で
は
ある
まい
か。
尤
も、

著者は、
従
来の
言
語
学者と
同じ
よ
うに
(た
と
えばパ
ウル)(4)、
内

観
的
方
法の
重
要
さ
を
も
充
分に
考
慮し
て、
間
分
をメ
カニ
ス
卜とは
考

え
ず、
「メ
ン
タ
リズ
ム
か
メ
カニ
ズ
ム
か
?」
とい
う
論
文
(
九三
|一

二
三ぺ
lゾ)
(お
よ
び
英
文
論
文
豆
gSF
R
色可
2
BR
E22Fn釦-q

4
七六
回
|
七
七八ペ
ー
ジ)
の
なか
で、
「
私向
身は、
グメ
ン
タ
リス
テ

ィ
ッ
ク
なメ
カニ
ス
トd
と
言わ
れ
る
よ
り、
グ
メ
カニ
ス
ティッ
ク
なメ

ン
タ
リス
トd
と
呼ば
れ
る
こ
と
を
欲
する」
(一
O八
頁)
とい
う
希
望
を

のべ
てい
る
が、
氏は
音
韻と
意
味と
の
関係とい
う、
言語
学の
もっ
と

も
本
質的な
問
題の
取
扱い
に
おい
て
は、
メ
カニ
ス
ト
と
し
て
現わ
れ
る

こ
と
を
指
摘し
て
お
く
必
要が
あろ
う。

音
声と
表
象と
の
結
合、
言
語
的
習
慣、
そ
れ
らの
総
休、
つ
ま
り
著
者

が
「
言
語」
と
呼ぶ
もの、

||こ
れ
らの
成
立の
根
底に
条
件反
射が
横

た
わ
る
と
す
る
よ
う
な
見
方は、
正しい
言
語
観と
は
思わ
れ
ない。
人
間

思
慢の
積
極
的
な、
創
造
的
な
働
き
をみ
と
め
な
くて
は、
人
間の
言
語
活

動の
正しい
理
解は
得ら
れ
ない
で
あ
ろ
う
と
思う。

言
語
本
質
論と
関
連し
て、
時
校
誠
記
氏と
の
論
争に
ふ
れ
て
お
きたい。

時
枝
氏の
い
わ
ゆ
る
「
言
語
過
程説」
(こ
れ
を
服
部
氏が
英語で
何と
訳

すか、
私は
興
味
を
もっ
てい
た
が、
「ソ
スュ
lル
の]白口m
S
と
言
語
過
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程
説」
の
英文
抄
録二
二二
頁妊
に
は
po『28円
、H，or一段-
z-5同ロ一丘一口

子g
q「
時
校
教
授の
言語
学
説」
と
す
る
だ
け
で
あ
るの
は
物た
り
ない)

に
対
す
る
批
判は、
「
言
語
学の
方
法」の
中の、「
言
語
過
程
説につ
い
て」、

お
よ
び
「ソ
スュ
lル
の一白口問
見
と
言
語
過
程
説につ
い
て」、
お
よ
び

「
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
か
メ
カ
ニ

ズ
ム
か

?
」
の

別
記

二

二
四

i
一
一
二
三
ペ

ー
ジ
)

に
おい
て
展
開さ
れてい
る。

ド・
ソ
シュ
lル
の
考え
方に
は、
もの
を
実
体と
現
象とに
分つ
とい

う
考
え
方、
ラ
ン
グ
は
ま
さに
実
体
を
表わ
しパ
ロ
lル
は
その
現
象で
あ

る
とい
うよ
う
な
考え
方が
見
ら
れ、
各
個
人に
おい
て
千
差
万
別の
姿で

現わ
れ
(
同一
言
語
共
同
体の
成
員
問の
個
人
差に
は一
定の
限
界が
お
か

れてい
る
こ
と
は
言
う
まで
も
ない
が
て
た
え
ず
動い
てい
る
もの
と
し
て

の
現
象
的
な
言
語
(パ
ロ
lル)
の
背
後に、
変
化の
底に
あっ
て
動か
な

い
もの
(
少
な
くと
も
理
念
的に
は)
と
し
て
の、
個
人
差
を
超
越し
てい

る
もの
と
し
て
の
ラ
ン
グ
とい
う
考えが
見
ら
れ
る
と
思
う。
時
枝
氏は
表

現、
理
解
行
動と
は
別に、
或い
は
そ
れ
以
前に、
表
現、
理
解に
おい
て

使
用さ
れ
る
資
材と
し
て
の
ラ
ン
ク
とい
うよ
う
な
考え
方に
反
対し
てい

、
る
が、
時
枝
氏の
ド・
ソ
シュ
lル
の
ラ
ン
グ
観
批
判は、
氏が
ド・
ソ
シ

ュ
lル
の
原
典に
つ
い
て
研
究し
た
か
ど
うか
は
別
問
題と
し
て、
大
体、

正
当で
あ
ろ
うと
思
う。

服
部
氏は
「ソ
ス
ユ
lル
の}
gm
g
と
言
語
過
程
説」
の
中で
ド・
ソ

シュ
lル
説、
時
枝
説、
お
よ
び
服
部
説
を
対
比
さ
せつ
つ
検
討し
言
語
活

動に
おい
て
社
会
習
慣
的に
繰
返し
現わ
る
特
徴が、
ほ
ぽ
ド・
ソ
シュ
l

ル
の
ラン
グに
当る
と
見る
こ
五
七ペ
ー
ジ)
が、
ラ
ン
グ
と
こ
の
よ
う

な
もの
を
比
較し
得る
か
ど
うか
は、
さ
きに
のべ
た
よ
うに、
疑
問で
あ

る。
ラ
ン
グ
と
社
会
習慣
的
繰
返し
特徴の
総
体と
を
近い
もの
と
見ょ
う

と
す
る
試み
は
充
分に
は
成
功し
てい
る
と
思わ
れ
ない。

他
方、
服
部
氏は、
時
枝
氏の
言
語の
概
念が
事
実
上
ド・
ソ
シュ
lル

の
ラン
ガ
l
yュ
に
当る
と
考えるが、
こ
の
解
釈に
も
釈
然と
し
ない
も

の
が
あ
る。
「
思
想の
表
現
過
程及
び
理
解
過
程その
もの
が
言
語で
ある

と
考え
ら
れ
る」
とい
うこ
と
ば
に
表
現さ
れ
る
時
校
氏の
言
語が、「
全
体

と
し
て、
多様で
あ
り
混
質的で
ゐ
り、
い
ろい
ろ
な
領
域に
属し、
同
時

に
物
理
的、
心
的、
生
理
学
的で、
更に、
個
人
的
領
域に
も
社
会
領
域に

も
属
する
す
こ
とい
うこ
と
ば
で
規
定さ
れ
る
ド・
ソ
シュ
lル
の
ラン

ガ
lジュ
に
比
較で
きる
と
は
思わ
れ
ない。
服
部
氏は
表
現お
よ
び
理
解

が
可
能で
あ
るの
は、
社
会
的
言
語
習慣が
ある
か
らで
ある
と
考える。

と
こ
ろで、
社
会
的
習慣が
服
部
氏に
おい
て
は、
先に
のぺ
た
よ
うに、

抽
象
的
性
格
を
幣び
ざ
る
を
得ない
とい
う
点
をの
ぞい
て
も、
そ
れ
は
あ

く
まで
表
現、
理
解の
手
段と
考え
ら
れ、
表
現、
理
解
その
もの
で
は
あ

る
まい。
社
会
習慣
総体プ
ラス
X
が
時
枝
氏の
言
語
概
念で
あ
ろ
う。
時

枝
氏の一一=一口
語
観と
服
部
氏の
そ
れとの
ちがい
は、
天
然
水と
蒸
溜
水と
の

ちがい
に
比
較
する
こ
と
が
で
きる。
時
校
氏が、
個
人
間のコ
ン
ミュ
ニ

ケ
lシヨ
ン
を
可
能
な
ら
しめ
る
言
語
的
社
会
習慣
総
体
をみ
と
め
て
も、

時
枝
氏の
言
語
観が
体
系
的に
崩
壊
する
こ
とに
な
る
と
は
思わ
れ
ない。

両
氏の
論
争に
つ
い
て
言
えば、「
言
語
過
程説に
つ
い
て」
に
対す
る
時

枝
氏の
回
答
「
服
部四
郎
教
授の
『言
語
過
程
説に
つ
い
て』
を
読
む」(
国

語・
国
文、
第二
十六
巻
第四
号)
を
も
「
言
語
学の
方
法」
に
採
録さ
れ

てい
た
な
ら、
服
部
氏の
論
文
「ソ
スュ
lル
の
Z口問お
と
言
語
過
程
説」

は一
一層よ
く
理
解
さ
れ、
読
者が
論
争の
核
心に
接
近で
きた
ろ
う
と
思わ
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服部四郎博士「言語学の方法J

れ
る。
服
部
氏は
前
著
「日
本語の
系
統」
(一
二
二ペ
ー
ジ
以
下)
で
は、

金
関丈
夫
氏の
論
文
を
採
録し
てい
るの
で
ある
か
ら、
今
度
も
そ
れが
出

来
ない
こ
と
は
なかっ
た
ろ
うと
思わ
れ
て、
こ
の
点、
残
念で
ある。

次に「
意
義
素」
の
問
題に
ふ
れ
て
み
たい。
著
者は、
ア
メ
リカ
の
記
述

言
語
学
者たちに
対
応
す
る
よ
うに、
多くの、
術語
をつ
くっ
た
が、「
意
義

素」
も
その一
つ
で
ある。
こ
れは
独
自の
考
察に
よっ
て
到
達し
た
もの

で、
ブル
l
今
ィル
ド
に
も
耳目
gg
とい
う
術語が
ある
が、
そ
れ
と

「
意
義
素」
と
は
異な
る
とい
う。
こ
の
点につ
い
て
の
説
明は
与
え
ら
れ

ない。
そ
れで
は
著
者の
意
義
索と
は
何か
?
「
意
義索と
は
単
語に
該
当

す
る
音
声を
聞い
た
場
合に、
社
会
習
慣に
よっ
て、
反
射
的に
我々
が
思

い
出
す
意
識
内
容の
うちの、
社
会
習
慣
的に
繰
返し
現わ
れ
る
特
徴の
こ

と
をい
う」
(
二二
六
頁)。
ま
た、
「
個々
の
発
話の
意
味は一
々
異な
る

が、
単語
や
形
態
素
(
す
な
わ
ち
最
小
形
式
EEE丘町O
コ出)
の
意
味は

一
定し
てい
る
と
仮
定し
な
け
れば
な
ら
ない。
文お
よ
び
単
活の
意
味
を

発
話の
「
意
味」
か
ら
区
別し
て、
そ
れ
ぞ
れ
「
意
義」
お
よ
び「
意
義
素」

と
よ
ぶ
こ
と
が
で
きる」
(三
九
O
頁)
と
のべ
ら
れ
る。
「
文」
の
もつ
意

味は
「
意
義」、
「
単
語」
の
もつ
そ
れ
は
「
意
義
索」
とい
う
わ
け
で
あ

る。
右の
引
用
文に
言
う
「
我々
が
思い
出
す
意
識
内
容」
と
レ
うの
は、

表
象(〈2m
EF口問)
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
(つ
い
で
なが
ら、
卜・
ソ
シ

ュ
lル
の
「一
般
言
語
学
講
義」
の
中で
用い
ら
れ
てい
る
8コ8宮
とい

う
術
語は
ド
イ
ツ
語
訳(6)
で
は
〈oaz=
5伺「
表
象」
と
なっ
てい
る

が、
こ
れ
は
正しい
訳と
思
う。
小
林
英
夫
氏
訳で
は
「
概
念」
と
なっ
て

い
る。
ロ
シ
ヤ
語
訳(7)
で
は
白DE
2
5
「
概
念」
と
なっ
てい
る。)

「
意
義
素」
は
結
局、
一
定の
表
象で
ある
とい
うこ
と
に
な
る。
一
定

の
単語
や
形
態
素に一
定の
「
意
義
素」
が
現
実に
おい
て
対応し
て
い
る

な
ら、
言
語
現
象は
ど
ん
なに
単
純に、
透
明に
な
るで
あ
ろ
う。
一
定の

単語
が
二疋の
「
意
義
素」
を
もっ
とい
うこ
と
(
又は
もっ
と
仮
定する

こ
と)
を
私は
に
わ
か
に
う
け
入れ
る
こ
と
が
で
きない。

私は、
右に
定
義
さ
れ
た
よ
う
な
「
窓
義
素」
とい
う
概
念が、
パ
ウル

の
い
う
「
慣
習
的
意
味」
に
近い
もの
で
ない
か
と
思
う。
パ
ウル
日
〈、

「
意
味の
変
化の
可
能
性
lliい
や
必
然
性と
さ
え
言わ
な
け
れば
な
ら

ない
||は、
或る
単
語が
その
た
び
の
使
用の
さい
に
もつ
意
味が、
習

慣に
よっ
て
そ
れ
円
休に
所
属する
怠
味と
合致
する
必
繋が
ない
とい
う

点に
根
拠を
もっ。
こ
の
不一
致に
対し
て、
一
定の
名
称を
もつ
こ
と
が

望
ましい
か
ら、
慣
習
的
意
味
(
EC巳貯
切包
EZ口問)
と
随
時
的(OF

E
gロ
色。)
芯
味とい
う
表
現を
用い
たい。
慣
習
的
意
味とい
うの
は、

或る
言語
共同
体の
成
員に
とっ
て、
単
活と
結ば
れ
る
全
表
象内
容で
あ

り、
随
時
的
意
味は、
話し
手が
単語
を
話し
なが
ら
単語と
結びつ
け
る

表
象
内
容で
あ
り、
話し
手が
聞
き
手
もこ
の
表
象
を
その
単語と
結びつ

け
る
こ
と
を
期
待
する
と
こ
ろの
表
象
内
本で
ある。」(8)
パ
ウル
に
あっ

ア
タ
ラ
ン
ス

て
は
発
話と、
抽
象
的
単
位と
し
て
の
「
文」、
さ
らに
高い
程
度に
抽
象
的

な
単
位
と
し
て
の
「
単語」
とい
う
概
念
区
別は
見ら
れ
ない
か
ら、
パ
ウ

ウ
オ
ル
ト

ル
の
場
合の
単語と
服
部
氏の
い
う
単語と
は
完
全に
同一
で
は
あ
り
得

ず、
ま
たパ
ウル
の
い
う
「
意
味」
と
服
部
氏の
い
う
「
意
義
素」
と
も
同

一
だ
と
はき一口え
ない
が、
パ
ウル
が
単語の
「
習
慣
的
意
味」
とい
う
術語

に
よっ
て
表
現し
よ
うと
意
図し
た
概
念
内
容は、「
意
義
素」
の
そ
れに
近

い
と
思
う。
た
だ
服
部
氏に
おい
て
は、
一
つ
の
「
単語」
に
対し
て一
定

の
「
意
義
素」
が
帰
属さ
せ
ら
れ
る(「
個々
の
発
話の
意
味は一
々
異な
る
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が
出平気回
や
形
態
素の
意
味は一
定し
てい
る
之
仮
定し
な
け
れ
ば
な
ら
な

セ
メ
1
ム

レ。」三
九
Oペ
lyo
ブル
l
今ィ
ル
ド
も
「
言
語
学
者は
各々
の
意
義

ヂ
フ
イニ
ト
ミ
Iエ
シ
グ

索が
コ
ン
ス
タン
ト
な一
定の
窓
味
単
位で
あ
る
と
仮
定する」(9)
と
のべ

る)。
「一
定」
と
い
うこ
と
が
「一
つ
の」
を
意
味し
てい
る
よ
うに
もと

ら
れ
る。
とい
うの
は、
→
Z

〉ロ
回一
可ω5
0『
冨
g
包
ロ
聞

で
は、
?、。門
司

自OH旬}戸市
口高
官凹曲
朋巾ヨ
gdo
(
七八
八ペ
ージ)
と
のべ
ら
れ
てい
る
か

ら。
単
語に
対し
て一
つ
の
「
怠
義
索」
をた
て
るこ
と
は
非
常に
困
難で

あ
る
と
思
う。
あ
り
ふ
れ
た
単語に
関し
て
さ
え
「
意
義
索」
を
た
て
るこ

と
は
容
易で
ない。
服
部
氏は
「
杖」
と
い
う
単語の
「
意
義
素」
は
「つ

い
て
歩くた
め
に
都
合の
よい
よ
うに
加工
さ
れ
た
木・
竹な
ど」
と
概
略

的に
仮
定で
きる
とい
う
こ
六
三ペ
ージ。
二二
六ペ
ージ
と
あ
る
の
は

誤
植)。
とこ
ろが、
新
村
出
編
広
辞
苑に
は
「
歩
行の
た
す
けに
携
える
細

い
竹ま
た
は
木の
棒」
とい
う
意
味が
か
か
げ
ら
れ
てい
る。
服
部
氏で
は

「
加工
さ
れ
た」
が
重
要で
あ
る
が、
新
村
氏で
は
「
細い」
が
重
要で
あ

る。
こ
の
よ
う
な
単
純
な、
円
常
的
な、
自に
見、
手に
と
る
こ
と
が
で
き

る
もの
を
表わ
す
単
活の
怠
味(「意
義
素」)
につ
い
て
さ
え、
新
村
氏と
か

服
部
氏と
か
の
よ
うに、
きわ
め
て
高い
教
育の
ある
人に
よっ
て
さ
え、

ちがっ
た
「
意
義
宗」
が
立て
ら
れ
る
の
で
あ
る。
その
上、
一
つ
の
単語

が一
つ
の
「
怠
義
素」
を
もっ
と
仮
定
するこ
と
に
私は
に
わ
かに
賛成は

ポ
ワ
セ
E
l

で
き
ない。
ど
の
言
語に
おい
て
も、
非
常に
多くの
多
義
語の
存
在
する

こ
と
は
知ら
れてい
る
事
実で
ある。

パ
ウル
は
「
幾つ
か
の
意
味
を
もっ
た
単語
は
無い」
とい
う
見
解
を
弁

護し
た
シュ
タ
イン
タ
ール
の
見
解に
反
対し
た
百三ロ
シ
ヤの
言語
学
者

で
は
A-
A
ポ
テ
ブ-一
ヤ
ご
八
三
五
|一
八
九
ご
は
各々
の
意
味は
各

各の
単語
をつ
く
る、
従っ
て
二つ
の
意
味が
ある
とこ
ろに
は
二つ
の
単

語が
ある
と
考え、
ま
たL-
v・
シ
チェ
ルパ
ご
八
八
O
l一
九
四
四)

も、
「
形
式と
内
容の
統一
性」
を
根
拠と
し
て
単語は一
つ
の
意
味し
か

もつ
こ
と
が
で
きない
と
考
えてい
た
とい
う。
こ
れに
対し
てR・A・
プ

ポ
リ
セ
E
M守

ダゴ
フ
は、
単語の
多
義
性が「形
式と
内
容と
の
統一
一位を
破
壊し
ない」

とい
う
理
由で、
それに
反
対し
てい
る(
己。
服
部
氏
も
多
義
語に
ふ
れ

ない
わ
けで
ない
か、
単に
次の
よ
うに
のべ
るの
み
で
ある。

FHrm

gmm
口町
匂o-
3
3
予
言
OF
g
E〈何
回OBm
全
日ロCF
W
FH
mH
3旬一。帽

子四
百
宮口冊目叩
語口
三
芯
コ
E国
各何
日巾
百冊
目。
《σ
E凶》《
宮口
O円
n
onr》W

E--
同
z
rz
gF口問
『曲目一口

JE
g
F
5
8
5
舎内口
口同n
onr》"
2nJ
H
Z

mm
ヨ冊目m
mm
gg
s
z
z
官同
問58ι
E
UOロ
H
Z
Z
2
0
5
5
55
唱o
aw

白-
50cmY
H
Z
要。
ぇ
2
0四円四ロ
ロ凹
E
E
由
旬}M
Emm
HOロ-o
r白
F
者『伺円刊

EE
g
g
g
《円o
r
gp
8
55巾》
(
七
八
九ペ
ー
ジ)

単語の
「
・意
義
索」
の
問
題と
関
連し
て、
接
尾
辞の
意
味の
記
述に
お

い
て
も「
窓
義
宗」が
記
述さ
るべ
きで
為る
と
説か
れ
る。
ポッベ
は
「ハ

ルハ
蒙
古語
文
法」(
ぎに
おい
て、
い
わ
ゆ
る
り白己??o
EHZ
(
与
格・

場
所
格)
の
語
尾
ム白
の
意
味の
記
述に
際し
て、
用
例を
九つ
に
分
類

し
てい
るの
に
対し
(
五
九
0ペ
ージ
で
は
「
用
例
を八つ
に
分
類し
て

居ら
れ
る
が」
と
あるの
は
誤りて
こ
の
語
尾に
対し
て
「一
つ
の
意
義

素」
(「
行
動の
行な
わ
れ
る
位
置」)
を
立て
る
だ
けで
充
分で
は
ない
か
と

い
う
見
解が
の
べ
ら
れ
(五
八
九、
五
九
0ペ
ージ)、
D
E千戸o
EHぞ

とい
う
名
称は
不
適当と
考
えら
れ、
「
強い
て
名
称を
用レ
る
な
ら
単に

り25
と
呼べ
ば
よ
か
ろ
う」
(五
九
Oベ
ly)
と
のべ
ら
れ
る。
ポッペ

が
こ
の
語
尾の
意
味を
九つ
に
分
けて
記
述し
てい
るの
は、
外
国
語
的な
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見
方
を
混
じ
て
い
る
か
らで
ある
と
受
け
と
ら
れ
る
よ
うに
書か
れ
て
い

る。
し
か
し、
そこ
に
展
開さ
れ
て
い
る
服
部
氏の
説
明は
説
得
力が
強
く

な
く、
九つ
の
用
例に
お
け
る
意
味が、
蒙
古人の
言
語
意
識に
お
い
て、

一
つ
の
「
意
義
友」
に
帰
する
か
ど
うか
疑わ
しい。
蒙
古語で
は
「
羊が

森で
狼に
つ
か
ま
え
ら
れ
た」
と
い
うと
き、「で」
も
「に」
も目
含
(DEo

m
g
ao)
で
表わ
さ
れ
る
が、
内訳
古人が、
こ
の
二つ
の
場
合の
ムo
の
意

味を
同一
と
考えて
い
る
と
は
思わ
れ
ない。
また
そ
の
よ
う
な一
つ
の

「
意
義
素」
を
た
て
て
苦か
れ
た
文
法
書は
実
際に
非
常に
わ
か
りに
くい

文
法
書で
あ
る
に
相
違ない。
丁
度、
ア
メ
リ
カ
の
記
述
言
語
学
者た
ちが、

実
用
的
目
的
を
常に
強
調し
て
い
なが
ら、
彼らの
書い
た
文
法
書が
お
よ

そ
実
用と
か
け
は
な
れ
た
もの
に
な
るの
と
同じ
もの
に
な
ら
な
け
れ
ば
さ

い
わ
い
で
あ
る。
ハ
ルハ
蒙
古語の・
去
に
対し
て一
つ
の
「
意
義
素」
を

た
て
る
こ
と
は、
丁
度、
日
本語の
格
助
詞
「に」
(「
東
京に
居る」、
「
東

。

京に
行
く」、
「
議
長に
選ぶ」、「
狼に
喰わ
れ
る」、「五
月一
日
に
生れ
た」、

。

「A
は
B
に
優る」
な
ど
の
に)
に
対し
て一
つ
の
「
意
義
素」
を
立て
よ

うと
す
る
の
に
似て
い
る。
こ
れ
らの
例に
お
け
る
「に」
の
社
会
習
慣
的

意
味は、
日
本
人の
言
語
意
識の
立
場に
立っ
て、
一
つ
の
「
意
義
素」
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考え
ら
れ
ない。

「
言
語
学の
方
法
論」
の
中の
「
意
味
論」
の
部分は、
著
者の
独
創的

な
見
解が
あ
ま
り
見ら
れ
ない
部分で
は
ない
か
と
思
う。

著
者の
言
語
年
代
学、
落
礎語
葉
統
計
学に
関する
論
文に
もふ
れ
て
お

き
た
い。

著
者は
「は
し
が
き」
に
次の
よ
うに
のベ
る。

「
最
後に
基
礎語
集
統
計
学に
つ
い
て
数
言
を
費
そ
う。
こ
の
方
法に
関

服部四郎博士「言語学の方法」

連し
て、
わ
が
国で
は、
一
部の
人々
か
らか
な
り
多くの
見
当
違い
の、

非
建
設
的
な
意
見と、
少しの
建
設
的
意
見と
が
公
表さ
れ
た。
一
方、
我

我は
積
極的
な
態
度を
と
り‘
実
地
研
究に
よっ
て
もこ
の
方
法を
検
討し

つ
つ
あ
り、
色々
な
意
味で
有望
な
方
法で
あるこ
と
が、
ま
す
ま
す明
ら

か
に
な
りつ
つ
あ
る。

外
国で
も、
極め
て
熱心に、
色々
の
角
度か

ら、
こ
の
方
法に
建
設
的な
検
討が
加
え
ら
れつ
つ
あ
り、
その
あ
ら
ま
し

は、
本
書
同司》y.
印可寸=A品肝
に
引
用し
た
り.
E戸-
}出阿
uミ吋

文
献目
録に
よつ
て
も
伺
うこ
と
が
で
きる。
国
uミ回目
は
同
じ
の
日百三

〉口同rs
℃D一D
型
誌の
4
号
こ
九六
O
年
七
月)
に
再び
こ
の
方
法につ

い
て
執
筆し、
重ね
て
『
言
語
年
代
学お
よ
び
活
業
統
計
学』
が、
か
な
り

多
くの
理
論
的
並び
に
経
験
的
根
拠
を
有し、
その
適
用が
歴
史
的
結
論に

とっ
て
も
方
法
論
結
論に
とっ
て
も
有益で
あ
り
得る
有望
な
方
法で
ある

こ
と
を
述ぺ、
さ
らに、
人
類
史の一
般
理
論と
知
識に
貢
献し
得る
可
能

性は
明ら
か
だ
か
ら、
その
可
能
性を
実
現するの
に
必
要な
研
究を
行な

うこ
と
が
望
ま
しい
と
し
て
い
る。
こ
れこ
そ
学
問の
進
歩に
寄与
する
建

設
的
な
態
度で
ある」
(V、
WH)。

「
外
国で
も
極め
て
熱
心に、
色々
の
角
度か
ら、
こ
の
方
法に
建
設
的

な
検
討が
加
え
ら
れつ
つ
あ
り
」
と
い
うが、
こ
の
「
外
国」
が
単数
形

か
複数
形か
わ
か
ら
ない
の
が
日
本
語の
悲しい
と
こ
ろで
あ
る。
言語
年

代
学、
一詩
集
統
計
学が
行な
わ
れ
てい
る
外国
は
ア
メ
リカ
だ
けで
は
なか

ろ
うか。
(メ
キシコ
で
も
若
干
行な
わ
れ
て
い
る
よ
うで
ある
が。)
デン

マ
ー
ク
で
も
行な
わ
れ
て
い
る
か
ど
うか
知
ら
な
い
が、
ハ
イム
ズ
の
論

文に
附さ
れ
て
い
る
文
献
目
録に
よ
る
と
イェ
ル
ム
ス
レ
ヴが
「
第三
十二

回
国
際ア
メ
リカニ
ス
ト
会
議
議
事
録」
(一
九五六
年、コベ
ンハ
l
ゲン
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六
五
八
|六
六
頁)
に
「い
わ
ゆ
る
言語
年
代
学の
方
法の
批
評の
試み」

を
発
表し
てい
る(
私は
こ
れ
を
見てい
ない
三
日。
私は
ア
メ
リカ
の
言
語

学
界の
事
情は
よ
く
わ
か
ら
ない
か
ら、
学
問
的に
有
力
な
言
語
学
者た
ち

が、「
極め
て
熱心に、

建
設
的
な
検
討」
を
加
えてい
る
か
ど
うか
知ら

ない。
他
方、
私が一
九六
O
年八
月、
モ
ス
クワ
で
関か
れ
た
第二
十
五
回

国
際
東
洋
学
者
会
議に
出
席し
た
折、
接
触し
得た
ソ
連の
言語
学
者
たち、

更に
こ
の
会
議の
折、
ま
た
その
後、
ド
イ
ツ
を
訪
れ
た
と
き
援し
得た
言

語
学
者た
ちは、一言
語
年
代
学、
語
集
統
計
学につ
い
て、
ほ
と
ん
ど
知ら

ない
か、
或い
は
知っ
て
も
全
然
問
題に
し
ない
よ
う
な
態
度を
示し
てい

た。
西
独の
ボン
で
会っ
た
イ
ギ
リス
の
アル
タ
イ
系
言語
研
究
者は、
そ

れ
は「
何で
も
機
械
的に
割
り
切
ろ
うと
する
ア
メ
リカ
人
流の
考
え
方だ」

とのぺ
た。
そこ
で
私は、
言五四
年
代
学、
一諮
奨
統
計
学と
称せ
ら
れ
る
学

説は、
ア
メ
リカ
大
陸と
日
本の一
部で
だ
け
勢
力
を
もっ
説で
は
ない
だ

ろ
うか
と
考
え
る
に
い
たっ
た。
し
か
し、
私の
考
えが
か
りに
正し
レ
と

し
て
も、
もち
ろん、
こ
の
よ
う
な
事
情が、
こ
の
説の
学
問
的
当
否
を
決

定する
もの
で
は
ない。
た
だ
右に
引
用し
た
こ
と
ば
が、
幾つ
か
の
外国

の
学
者
たちに
よっ
て、
こ
の
説が
きわ
め
て
熱
心に
「
建設
的に」
研
究

さ
れてい
る
ご
と
き
印
象を
与
える
と
す
れ
ば、
私は
そ
れ
を
疑
う
もの
で

あ
る
こ
と
をのべ
て
お
きたい。

服
部
氏は
従
来、「
活
実
統
計
学」とい
う
術語
を
用い
てい
た
もの
を「基

レ
タ
シ
コ
冒
ギ
1

礎語
繋
統
計
学」
と
改め
てい
る04=
呈
立十に
おい
て
語
奨
学、
と
くに
基

礎語
業の
研
究が
重
要な
地
位
を
占め
るこ
と
はい
う
まで
も
ない。
そし

て、
そ
れ
ぞ
れの
言
語の
諸
方
言の
基
礎語
業の
統
計
的
研
究が、
当
該
言

語の
共
時
的、
適
時
的
研
究に
とっ
て
大
きい
意
味
を
もつ
こ
と
も
明ら
か

で
ある。
し
か
し、
その
さい
に、
基
礎語
棄を一
O
Oと
か
二
O
Oと
か

限
定し
た
り、
万
国
共通の
語
業
表
を
用い
た
り
する
こ
と
自
体に
は
大し

て
価
値が
無い
と
思
う。
服
部
氏が
琉
球
方
言、
ア
イヌ
諸
方
言の
研
究に

語
柔
統
計
学を
応
用し
て
成
果を
あ
げ
た
と
す
れ
ば、
それは
万
国
共通
語

索
表
を
用い
た
こ
と
と
は
無
関係で
あ
ろ
う。
琉
球語や
ア
イヌ
語
自
体の

立
場か
ら
重
要な
基
礎語
実の
表
を
作
成し
て
調
査を
行なっ
た
な
ら、
も

っ
と
興
味
あ
る
結
果が
出る
可
能
性が
ある
で
あ
ろ
う。
同一
祖語
(
基
本

一袷)
か
ら
分
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
同
系
諸
言
語の
基
礎語
会の
比
較
的・
統

計
的
研
究
も
重
要で
ある。
そ
れは
同
系
誇
言語の
関係の
親
疎の
程
度を

明らか
に
す
る一
助と
な
るで
あ
ろ
う。
し
か
しこ
の
場
合に
も、
万
国
共

通
語
集
表
を
用い
る
こ
と
自
体に
大し
た
価
値は
み
と
め
ら
れ
ない。

言
語
学
者が一
般に、
特
殊な
意
味の
語
実
統
計
学、
す
な
わ
ち
言語
年

代
学に
対し
て
消すこ
と
の
で
きない
疑
問を
もつ
の
は、
言
語
年
代
学が

凡
ゆ
る
時
代の、
世
界
中の
あ
ら
ゆ
る
言
語の
基
礎諸問
委が、
た
と
えば一

0
0
0
年とい
う
時
期を
とっ
て
見れば、
ほ
ぽ一
定の
速
度で
崩
壊し
て

行くとい
う
根
本
命
題を
もつ
か
らで
ある。
こ
の
疑
問は、「は
し
が
き」

に
あ
げ
ら
れ
てい
る
最
近のハ
イム
ズ
論
文(
ど
に
よっ
て
も
消え
ない
も

の
で
あ
る。
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言
語
年
代
学
公
式で
算
定
さ
れ
た
同
系二
言
語の
分
離
後の
経
過
年
数

(い
わ
ゆ
る
タ
イム・
デ
プ
ス)
をコ
ン
トロ
ール
する
こ
と
が
で
きない

こ
と
も、
こ
の
説の
儒
怨
性を
弱め
る
もの
で
ある。
ス
ワ
→デア‘シγユ
らの
算

{定疋
方
法に
対し
て
「つコ言一

五
九
頁)て、
印
欧
諸
盗語阻の
語
品紫扶
統
計
的
研
究を
古くか
ら
行なつ
てい
る
クロ

エ
lパ
l
は
そ
れ
を
大
一幅幅に
上
廻る
修正
を
加
えてい
る
とい
う(
凶5)。
従つ



て、「京
都
方
言と
首
里
方
言と
は
今か
ら
約一
四
五
O
年
乃
至一
七
O
O
余

年
前に
分
離し
た
こ
と
と
な
る」(五六
0ペ
ー
ジ)
とい
う
よ
う
な
主
張に

対し
て、「その
よ
う
な
見
方
も
ある」
とい
う
程
度の
認
定し
か
わ
れ
わ
れ

は
で
き
ない
の
で
あ
る。
クロ
ェ
lパ
ー
な
ら、
もっ
と
長い
年
代を
算
定

する
で
あ
ろ
う。
つ
い
で
な
が
ら
同
じ
著
者は、「
民
族
学
研
究」
誌
こ
九

六
O
年
十一
月
第二
十
四
巻
第四
号)
に
発
表
さ
れ
た
知
里
真
志
保
氏と
と

もに
警か
れ
た
「ア
イ
ヌ
語
諸
方
言の
基
礎語
象
統
計
学
的
研
究」
の
中で

は、
ア
イ
ヌ
諸
方
言
分
離
後
経
過
年
数
を
算
出し
てい
ない
点が
大い
に
注

目
さ
れ
る。
そ
れは
大し
て
意
味の
ない
た
め
だ
か
らで
は
あ
る
まい
か。

特
殊な
形の
誇
象
統
計
学H
言
語
年
代
学の
立
場に
立っ
て
その
研
究に

協
力
す
る
者は
「
学
問の
進
歩に
寄
与」
す
る
もの
で
あ
り、
そ
れに
対し

て
批
判
的
な
立
場を
と
る
学
者の
意
見は
「
非
建
設
的
な
意
見」
で
あ
る
と

きめ
て
し
ま
うこ
と
も、
ど
うか
と
思わ
れ
る。

以
上、
私は、
わ
が
国で
もっ
と
も
精
力
的
な、
そし
て
独
創
的な
言
語

研
究
家で
あ
る
服
部
氏の
論
文
集に
展
開さ
れてい
る
多くの
学
説の
中の

ご
く
小
部分につ
い
て
の
自
分の
感じ
た
こ
と
をのべ
た。

私は「言
語
学の
方
法」
を
読ん
で
多くの
点で
深い
感
銘
も
受け
たが、

全
体と
し
て、
記
述
言
語
学の
方
法
(
服
部
氏に
おい
て
は
氏の
い
わ
ゆ
る

メ
カニ
ス
ティ
ッ
ク・
メ
カニ
ス
トの
よ
うに
極
端で
は
ない
と
し
て
も)
が

果し
て
言
語
研
究の
最
も
正
しい
方
法で
あ
る
だ
ろ
う
か
とい
う
疑
問を、消

す
こ
と
がで
き
なかっ
た。
こ
れ
は
記
述
言
語
学
自
体の
罪で
は
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が
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の
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「一言
語
学の
方
法」
の
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国
語に
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と
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誤
植は、
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